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社会福祉法人愛知「いのちの電話」協会

名古屋いのちの電話ｙ驚

ｆ｀

瑶・ｊ

Ｉ？

り

ヾ

ｊｌ～

ｔ’９

に
４ｊ

４Ｓ

な
-

頑’

写 真 文 珠 幹 夫
戸｀

竹
が
割
れ
た

こ
ら
え
に
こ
ら
え
て
倒
れ
た

し
か
し
竹
よ
そ
の
時
お
ま
え
が

共
に
苦
し
む
仲
間
達
の
背
の
雪
を

払
い
落
と
し
な
が
ら
倒
れ
て
い
っ
た
の
を

私
は
見
て
い
た
よ

ほ
ら
倒
れ
て
い
る
お
ま
え
の
上
に

あ
ん
な
に
沢
山
の
仲
間
が

起
き
上
が
っ
て
い
る

星
野
富
弘

「
鈴
の
鳴
る
道
」
よ
り



新 春 を 迎 え て

社会福祉法人、愛知「いのちの電話」協会

二十一世紀に、あと十年を残すのみとなった一

九九一年の新年に当たって先ず思うことは、内で

は昨年法人格を得た社会福祉法人愛知いのちの電

話協会「名古屋いのちの電話」の内容の充実と、

その経済的な基礎の確立のための後援会の発展で

あります。昨年は相談員の方々を始め事務局、各

委員会、指導の先生方の御協力によって、開所以

来満五年の実績を達成し、日本のいのちの電話の

歴史に意義ある一石を加えることが出来たことは、

皆様と共に祝い喜んでよいことと思います。

現代の社会は益々複雑、多岐となりその中で生

きる者は今までは考えられなかった程の多種な問

題や苦しみ、悩みに直面して生きています。特に
一度、不幸や失敗に見舞われた困難の中でその進

むべき道を見失った人々に希望と勇気を与えるこ

とは、益々必要となっています。中部の中心に位

置する名古屋いのちの電話はその重要性を益々加

えて来ております。永年の念願である二十四時間

体制への努力と共に、相談の質的向上にも務めた

いと思います。

昨年来の東西両陣営の冷戦体制の終決とソ連、

東欧における共産党支配の民主化により世界は平

和への希望を新たにしましたが、イラクのウエイ

ト進攻により又戦争の危険に見舞われ、発展途上

国の貧困に飢え、人権侵害等の危機を思うとき、

世界の不安が人々の心の希望の光を蝕んでいるこ

とも事実であります。

私は、昨年八月から九月にかけて約一ヶ月中南

米の七ケ国をめぐる機会に恵まれました。

日本人の南米移民の歴史は八十年を越え、日系

理 事 長 相 馬 信 夫

人の数も全南米で百万人を越えています。ブラジ
ルでは、日本語の新聞が三紙発行されています。

その紙面の下半分は、日本の内地の会社の求人広

告が占めていました。月収は三十万から三十五万

です。人々の話では今、日系人の家族の三分の一や

が一家をあげて日本に出稼ぎに行っており、次の

三分の一は一家の誰かが行っており、家族全部が

のこっているのは三分の一だとのことでした。日

系Ｑ移民の人々の多くは南米で永い苦労の末、相

当良い社会的な地盤を築いて来たのですから、日

本への出稼Ｗ’の多いことは今の世界の変動の激し

さを物語っていると思います。

中南米のほとんどの国は、国際責務の異常な膨

張でその利子の支払いに輸出の収益の大部分が使

われ、インフレによる物価の高騰、金持の外国銀

行への預金による資金の国外流出等によって経済

状態が極端に悪化し、失業の増加、子供たちの飢

えが深刻になり、方々の教会の婦人たちが外国か

らの援助による炊き出しを真剣に始めていました。や

この根底には、大地主、企業家、それらと結託

している軍人、彼らを利用する外国多国籍企業、

が富の大部分を支配し、底辺の大多数の民衆を貧

困と飢えに追い込んでいる社会構造があります。

これらの実状を見ることを通して、いのちの電話

が関わっている個人の不幸、悩み、苦しみの背後

に、社会構造による社会悪の存在の大きさを改め

て痛感しました。

年の始めに当たって、皆様の上に神の祝福の豊

かならんことをお祈りいたします。
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心掴建康紬
成 田 善 弘

ある機会に心の健康についてどう考えているの
かと質問された。日ごろ精神科医として心の病に

陥った人たちにかかわっているのだが、心の健康
についてきちんと考えていなかったことにあらた

めて気づいた。身体についても健康の定義はなか

なかむずかしい。たとえば肝臓という臓器一っとっ

てみても、それが健康なときにどれほど複雑な機

能を営んでいるのかはなかなかわかりにくい。病

ｒ気になってある機能が障害され、黄胆や痛みがあ
らわれて、はじめてそういう機能が営まれていた
ことがわかる。まして心については、病気と健康

の境界が定めがたい場合もあり、そこに価値判断

が含まれる場合もあって、健康の定義は身体の場

合以上にむずかしい。精神分析の創始者フロイト

は、心の健康とはどういうことかときかれて、

「愛することと働くこと」と答えたというが、ま

た別のところでは、神経症の治療とは神経症の悲

惨を人間一般に共通する不幸にかえることだといっ
ている。つまｔ）心の健康とは人生の不幸を直視し、

正当に悩むことができることなのである。

私もこの機会に心の健康とはどういうことかを

私なりに考えてみた。
一、心の健康とは不安や悲しみや葛藤のないこ

ぐ¬｀とではない。それらは人生に不可避のことである。

それらを体験することによって心が成熟し、他者
への思いやりも生じる。心の健康とは不安や悲し

みや葛藤を自分の心の中に体験し、（現実的制約

はあるにしても）自分で対処し、克服してゆける

ことである。心の病に陥るとは、不安や悲しみや

葛藤に圧倒されて混乱したり、それらを否認して

あたかも悩みのないように振る舞ったり、ほかの

ことに置きかえたり、（たとえば性衝動への恐れ

を不潔恐怖に置きかえる）不安を心の中に保持で

きずに異常な行動に発散したり、すべてを外界の

せいにしたり、あるいは感情を自覚せずに身体の
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症状として訴えたりすることである。
二、心の健康とは自分の本当の気持ちや考えを

きちんと見つめられることである。家族や会社や

世間の感じ方や考え方をそのまま取り入れて、あ
たかも自分自信の気持ちのように思っている人た

ちがある。会社や世間の価値判断から自分を貴め

てゆううつになる人たちがある。親の気持ちと自

分の気持ちの正別のつかない子どもたちがいる。

彼らはやがて「本当の自分のなさ」に直面しなけ

ればならなくなる。

三、心の健康とは身体の出すメッセージに耳を

傾けることができることである。身体は実は心と

密接につながっている。しかも人が意識している

心の表層よりも、十分には意識されていない心の

深みとつながっている。だから身体のこりや緊張

や痛みや胃腸障害を、心の深みが何らかの信号を

発しているのだと受け取ってみる。意識的には気
づいていなかった心の危機に気づかされることも

ある。身体を支配しコントロールするのではなく、

身体が告げてくれることに耳をすませて聴き入れ

ることが大切である。たとえば拒食症や過食症の

患者たちは、身体がいのちの危機を告げているの
にそれに耳をかすことができない。食事をコント

ロールし身体を支配しようとして、結果的に自己

とその身体を虐待してしまうのである。

いまの私ｌこは、以上の三つが心の健康の大事な

指標に思える。これはつまり自分自信（の深み）

とのよいコミュニケーションを保ということであ

ろう。それができてはじめて他者とのよいコミュ
ニケーションが可能になるのだと思う。

こんな風に考えてみたが、これだけでは心の健

康という複雑で精妙な事態を十分とらえていると

はとてもいえないだろう。病気というマイナスの

事態をできるだけ少なくするよう努めるのが医者

の仕事であって、心の健康というプラスの事態を

実現するのは各人ひとりひとりに委ねられる仕事
であるらしい。

（中京病院神経精神科部長・訓練スタッフ）



親 睦 会
楽 し く 学 び ま し た ー

９０年もおしつまった１２月８日、センター三階ホー

ルに於いて、柳城女子短期大学教授森省二先生を

お招きして講演会と会員相互の親睦会が開かれま

した。親睦会は恒例となっていますが、今年は、

唯たのしく語り、遊ぶだけでなく、私達が日頃電

話相談を受けていて疑問に感じていること、不安

に思っていることなど、特に性の問題について勉

強出来るような集まりであってほしいとの会貝の

方々からの要望が多くあって、精神科医で「正常

と異常のはざま」「逸脱するエロス」などその他

沢山の著４１｝をお山しになっていらっしゃる森先生

にお願いすることになりました。

幸い、先生と御深交のある塚田先生からお噸い

して戴いたところ、心よくお引き受け下さって開

講の運びとなりました。

例年なら、今一つ人数的に小ぢんまりとした親

睦会だったのですが、当日は７０名に近い会員が集

り、会員諸兄姉のより一層の電話相談への熱憲が

４ぶ｀
会場一ぱいにみなぎっておりました。

学者であり、お医者様でもあり、又児童相談の

電話相談にも自ら当っていらっしゃると云う先生

のお話は「生命とエロスと電話相談」と題して先

生が実際に当られたケースから又先生の豊かな御 ’｀

経験から、｜｜々には有名な小説の主人公を引川した

りなどして、ユーモアも交えながら「人川力ｉイ昨故
エロスになやむのか」「エロスヘの仙人性と対人

性」などお話下さり、性の問題も時代と共にだん

だん価ｆ直判断が変わって来る巾で、エロス逸説問

題に対する応答の原川として①非を咎めない

②葛藤や悩み不安の明確化③問題を人生及び人

間の全休性として捉える④常識の安全性、とま
とめて下さったのはとても解りやすく心に残るお

話で今後、性に関する‘ｌ七：刮目談があった峙にはこ

の教えを生かして応答に当ってみたいという意欲

と剪気が湧いて来るのを覚えました。

この後、森先生も交えてそれぞれが６つのグルーペ

平成２年度年末助け合い義援物品として、
愛知県共同募金会を通し、東海テレビ福祉
文化事業団より、新しいコンピューター一
式の寄贈を受ました。
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楽しく遊びました
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プ に 別 れ 、 几 し 入 れ の ワ イ ン で 相 互 の 健 康 と 名 古

屋 い の ち の 山 話 の 益 々 の 発 腱 を 願 って 乾 杯 して 親

睦 会 が は じ ま り ま し た 。 テ ーブル に 山 と つ ま れ た

オードブル、ケーキに果物、いろいろな飲み物な

ぞ ｀ ど 忙 が し く 口 に 運 び な が ら も 久 々 に 逢 え た 同 刈 の

人、過去に同じグループ゛で一一年川・緒だった人た

ちを見つけては話に花が咲き、時問のずぎるのも

忘 れて し ま う 程 た の し い 集 ま り で し た 。 又 、 今 年

初 めて 相 談 貝 に な って 下 さ っ た 五 期 の 方 々 も 沢 山

出 席 して 下 さ って、 和 気 あ い あ い と と け こ んで 下

さ っ た の も 本 当 にう れ して 小 で し た 。 会 場 の 祁 合

で 少 々 早 く 切 り 上 げ ね ば な ら な か っ た の は 残 念 で

したが、みんなで又、明日からの山謡相談にかん

ばりましょう、と心を燃やし ’ ご 惜 しい別れを告げ

ま し た 。 最 後 に 、 私 達 相 談 八 の 為 に 輿 重 な 時 間 を

さ いて、 有 意 義 な お 話 を して 下 さ っ た 森 先 生 に 熱

く鋤１礼巾し。１ごげます。
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教 育 の 混 迷 の 中 で

暖冬だったと思っていたのに、新しい年に

入って、急に冷え込む毎日になりました。一
年で一番寒いこの時期は、若い人にとって、
また一番厳しい受験のシーズンでもあるので
す。私の息子にもそのような時期がありまし
た。それに重ねて、老いた叔母の引き取り、

主人の病気、叔母の死、と、精神的な重さも
加えて家庭の状況も変ってゆきました。そん
な中でもいつでも私の心から離れなかったの
は、一人の子を通して教育とはなにか…を索
め続けている思いでした。それも楽しかった

幼児の子育て期に比して思ってもみないよう
な、ゆがんだ教育状勢の渦の中へ親子で突入
しなけれぱならなくなり、理想の子育てはい
つのまにか姿を消して、きびしい現実だけが

生々しく私達の前に立ちはだかっておりまし
た。

大切な子どものことをこんなふうに公開し
て問いかけることになったのは、小さな私で

も黙っていられなくなったからでありましょ

ｊ
　　００１１１ｒ
Ｄ
Ｈ

う。
「一人の人間とは今や歴史なのです。しか

も一つの個人的な歴史なのです」このポール・
トルニエの言葉が私の筆をとらせる踏出しに

なりました。「教育とは主人公を作ることで
はなく、一人一人を明確にしてゆくことです。」
と、私はなんだか自信たっぷりに書きました

けれど、一人の子どもを育ててきたプロセス
の中での喜び、驚き、苦難が、私達母子を形

成してきてくれたように思うからです。それ
を協ける学校教育であってほしいのが切実な
願いです。
最近、気にかかるのは、若いお母さんの子

育てへの自信喪失、また、心病んだ人の「小
さい時かわいがられたことがない…感動がな
い…」という声をきくとやりきれなくなりま

す。そこには戻ることのできない人生の旅路
を見るように思うからです。「母と子の旅立
ち一教育を索めてー」（柳沢幸子頌価１３００

円）をこのような願いをこめて書いてみまし
た。

子供が学校へ出かける為、それぞれが身仕度にドタバタしている時、電話のベルに受話器を取った。

「名古屋のＡです。枕経をお願いします。」一瞬老母の顔が浮かぶ。「お婆ちゃんかい？」「違う
んです。息子が自殺したんです。」「えっ。はい、出来るだけ早くお伺いします。」突然のことに

言葉を失い受話器を置いた。車中では様々な思いがよぎる。一体、何があったのだろう。Ａさんの
亡父の葬儀以来会った記憶のない、五・六才であった、あどけないＢ君の顔を思いだす。

Ｂ君の遺体の前に進む。母親が遺体にすがって泣きさけんでいる。「どうしたの！」と聞くと「私が殺した
ようなものです。」と、唯、涙ばかりである。気を取り直し、枕経を済ませ、Ａさんと葬儀の打ち合わせを
する内、大体の話が分かった。
Ａさんは、若い頃徹マンなどの無理な体使いが要因と思われる９１ｆｊ蔵病になり、透析を続けなければ、生命を
維持できなくなって二十年位になる。Ｂ君が中学を終え、就職をした二年前、奥さんは、子供が手を放れた
から、私も自由になりたいと離婚していたのである。丁度その頃、Ｂ君は悪い仲間に入り、最近、抜けたい
と悩んでいた様子だ。
十六才と言えば、決して手の放れる年では無いし十八才でも相談相手が必要な年であり、まして両親となれ
ば尚更である。
世間をドキッとさせた、青少年による女子校生リンチ殺人・ドラムカン詰死体遺棄事件の少年達、その家庭
も崩壊状態であったと聞く。
親が子育てを放棄し、その陰で青少年が命を粗末に扱っている。そんな図式が浮かんでくる。Ｔ．Ｋ
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ご援助ありがとうございます
１９９０年１０月１日より１２月末日までに下記の方々から暖かいご支援をいただきました。一同深く感謝いたしますと共にご

報告申し上げます。（順不同・敬称略）
社会福祉法人愛知「いのちの電話」協会

理 事 長 相 馬 信 夫
財 務 委 員 会

賛 助 会 員 回
志 村 信 夫 志 村
菅 原 美 智 子 中 野
大 橋 恒 子 伊 藷
梨 本 将 代 大 和 田
松 岡 進 豆 田
徳 留 翠 高 本
資 木 思 子 島 田
内 葎 弘 非 上
名 古 屋 学 院 大 学 宗 教 郎 委 瓜 会

江
子
子
勝
二
子
斉
一

ａ
閥
倫
英
紀
正
耕

郎
子
ナ
子
子
子
息
尚
子
己
子
子
郎
子
栄
子
一
災

三

代

ハ

沙

剛
千
ミ
昭
和
靖
加
篤
咲
克
晃
倭
一
佳
光
景
鉱
磨

鳴
井
島
訪
田
木
藤
玉
立
林
岡
野
宿
松
下
橋
全

高
浅
小
諏
柴
宮
佐
児
森
足
小
片
岩
常
平
中
舟
木

法 人 質 助
株 式 会 社 シ ン ワ 裂 作 所
株 式 会 社 名 古 屋 銀 行
㈱ 名 向 精 密 製 作 所
トヨタホーム愛知㈱
株式会社フジキカイ
㈱ 南 谷 製 作 所
棟 式 会 社 杉 浦 製 作 所
岡 田 工 業 棟 式 会 社
株 式 会 社 高 木 製 作 所
ア ラ コ 棟 式 会 社

中
田
村
葎
村
田
田
全
井
垣
々
田
嘉
山
田
郎

田
古
西
加
西
山
林
高
木
浅
石
佐
山
比
杉
生
軽

健 次 郎
千 四 子

子
春
清
義
晃
彦
二

信
迪
正
邦
昭

子
樹
敏
子
タ
ー
夫
子

みき
僅
木
久
ウ
舜
和
倫

厚
き
子
子
子
子
子
幸
彦

ゆ
代
の
保

み
記
か
妙
三
脊
繁
雅

林
藤
野
山
田
尾
藤
江
川十

小
加
浅
深
池
佐
工
細
五

株 式 会 社 青 山 製 作 所
㈱ ア ラ キ 製 作 所

藤
山
野
津
田

安
育
坂
河
太

一
佼
雄
夫
夫
子
子
正

信
秀
満
茂
幸
と
妙
信

野
末
岡
島
崎
谷
川
沢

谷

長
野
片
傍
Ｓ
竹
艮
西

郎
卓
古
子
破
代
享
司

一油
由
圭
邦
静
康

川
井
野
田
木
田
口
古

荒
細
水
岩
宮
須
川
藤

弓
子
久

真
成
善

子
江
男
嘉
子
二
志
也

美
英
久
皿
忠
純
亮
武
茂

井
本
川
田
田
田
木

藤
榎
早
瓜
柴
岩
八
森

カトリ，ｙク平針教会
五 葎 昭 子
聚 田 昌 子
神刳娃爵子

町 田 隆 哉

- ７ -

愛 知 県 名 古 風 市 生 命 保 険 協 会 財 団 法 人 大 幸 財 団

清水雌Ｓ設㈱名古團支店
棟 式 会 社 松 阪 風
トヨタ自助車㈱

受 知 県 共 岡 募 金 会 中 日 斬 聞 社 会 事 業 団 日 本 自 殺 予 防 学 会

日 本 キ リス ト 教 団 中 京 教 会
西 野 友 英 ・ Ξ 緒 子 長 野 信 一

カ ト リ ッ ク 高 蔵 寺 こ ａ - タ ウ ン ・ 教 会
日 本 梱 音 ル ー テ ル 希 望 教 会

牧 岡 恒 夫 そ 扱 よ 也 欣 也
宇 佐 見 保 子 吉 田 吝 代 子
押 切 カ ト リ ッ ク 教 会 豊 田 江 災
寒 逗 千 咲 子 村 淑 改 子
ヘ ン デ ル 協 会 梅 渾 満 子
工 藤 育 子 岩 佐 敏 志
日 本 キ リス ト 教 団 春 日 井 教 会
矢 満 田 篤 二 内 藤 文 子
金 城 学 院 高 砕 学 校 平 井 瑞 子
梅 渾 萌 子 飯 尾 て る
日 本 キ リス ト 教 会 名 東 教 会 婦 人 会
中 谷 壇 子 小 島 丈 夫
宮 内 英 夫 初 井 英 夫
水 野 愛 子 聖 マ リ ア 幼 碓 園

水 野 享 好 林 た か 枝
三 珊 プ レス エ 索 ㈱

名 古 四 隣 噛 昌 人 ク ラ プ
斬 名
日 本 蕃 督 教 団 金 城 教 会
藤 田 和 男
金 子 紀 子
森 ひ さ 子
伊 藤 美 江 子
山 本 善 太 郎
梶 原 寿
平 田 仲
豊 田 寿 子
三 井 と み 恵
皿 バ ウ ロ 女 子 修 道 会
笠 井 康 助

㈱トｓタレｙタリース名古屋
有 限 会 社 愛 知 兄 弟 社
西 川 印 刷 株 式 会 社
株式会社メイテック
堀 江 金 属 工 業 株 式 会 社
名 証 正 金 員 協 会

雄
男
俊
子
夫
人
郎
子

千

次

武
邦
公
三
原
松
悦

樹
恵
子
子
男
搬
茂

さ

芳
ひ
一
生

際
山
戸
藤
藤
江

菅
若
森
神
加
加
阿

日 本 キ リス ト 教 団 中 京 教 会 婦 人 会

一 宮 聖 光 幼 碓 園
豊 田 英 二
河 田 い さ を
竹 内 宏 子

フタパ座業棟式会社万能工業考５１ｔ式会社
中 央 精 機 棟 式 会 社 豊 生 ブ レ ー キ 工 業 ㈱
株 式 会 社 三 五 丸 田 還 輸 棟 式 会 社

日 本 舗 道 ㈱ 中 部 支 社 ㈲ 岩 田 電 算 機 会 叶 事 務 所
杉 山 工 業 ㈱ 三 井 皿 工 業 株 式 会 社
株式公社大林組名古腫支店
中 郎 施 設 工 叢 株 式 会 社
Ｍｌｊ毎コンクリートコニ愉匹

瓜 崎 和 子
楠 忠 雄
山 田 すゑ
ｔ１１川殺朗
恒 川 新 市
豊 田 面 回 四 皿
宕 野 一 郎
横 超 寺

ハ 事 教 会
神 田 輝 夫
太 田 美 恵

日 本 キ リス ト 教 団 名 古 屋 中 央 教 会
坂本康ｆａ
梶 浦 和 由
石 田 夏 江

浜 本 孝 子

中 根 汎 信
カ ト リ ッ ク 開 山 教 会
成 田 良 子
高 木 素 江
山本幸夫・のぷ子

斎 葎 松 次 郎
皿 霊 修 辺 院
水 沢 み ち 子
多 和 田 い み 子
カ ト リ ヅク 恵 方 町 教 会
大 島 節 子
半 田 カ ト リ ッ ク 教 会
成木さち
森 昭 子
井上幼碓園
日 本 聖 公 会 皿 マル コ 教 会

助 成 金

日本キリスト教団愛知教会

臼 田 治 子
岩 間 恵 笑 子
名 古 屋 東 教 会 婦 人 会
払 山 達 雄
野 村 紘 子

埓１関静枝
山 田 正 優
芝原辰次・ゆかり

日 本 キ リス ト 教 団 半 田 教 会
日 本 牛 リス ト 教 団 熱 田 教 会

秋 田 芳 江
武 保 卿 彦
大 橋 京
暁 股 か ね
朝倉夏雄・廸子

日 本 キ リス ト 教 団 東 海 教 会

高 橋 一 災
伊 藤 雅 子

ぼ 久 枝
渡湊？ｒ籾
幼 き 型 マ リ ア 修 道 会
鳥 居 平 和
鈴 木 富 子

ッ ト ㈱
め

ａ 研 度 業 棟 式 会 社
鳳 金 化 成 棟 式 会 社
セ キ セ ー 棟 式 会 社
荒 川 艮 太 郎 合 名 会 社

月
口
辺
村
浦
馬
葎
原

院

撞
江
渡
河
松
相
斎
榊
一
　
　
　
　

フ

子
子
路
美
郎
雄
郎
哉
ゼ

葉
遊
一
晴
猛
行
Ｅ
隆
作

名 古 凰 ト ヨ ベ
棟 式 会 社 な つ

ひ と み
国 子
辰 -
と く 子
貞 破
郎 道
春 美
克 子
美 知 子

村
木
田
沢
川
谷
塚
田
・
’

野
鈴
松
梅
小
熊
飯
町
ド

夫
美
子
子
郎
子
子

生

代

１
１
Ｈ
Ｕ
勝

原
北
藤
木
瀬
郎
倉

菅
中
伊
青
間
岡
鎌

原
山
野
林
谷
葎
葎

菅
真
廣
小
柏
伊
近

素 三 郎
靖 彦
み つ 子
百 合 子

日 本 キ リス ト 教 団 鳴 海 教 会 婦 人 会

池
立
藤
條
馬
日
村
藷
瀬

大
足
佐
北
相
春
島
内
湯

小 知 和 優 江
カ ト リ ッ ク 緑 ケ 丘 教 会 日 本 キ リ ス ト 敏 団 金 城 教 会 婦 人 会

谷 口 江 利 子
高 須 瑞 枝
皿 心 の 布 教 姉 妹 会
ユー＝-オンチャーチ
鈴 木 妙 子
岩 田 鉱 -
岡 崎 和 子

日 本 同 盟 キ リス ト 教 団 愛 右 山 教 会 婦 人 会
一 宮 型 光 教 会

日 本 キ リス ト 教 団 瞬 海 散 会
岩 田 邦 子
高 檎 栄 一
山 田 久 子

日 本 キ リス ト 教 団 愛 知 守 山 教 会

咎 正 寺
鈴木ゆかり
伊藤みっ子
大 橋 令 子
中野悦美
柳 原 佳 枝
木 本 精 之 助

古 田 型
三 田 村 古 朗

カ ト リ ッ ク 名
名 古 屋 ブ ラ ザ ワ イ ズ メ ン ズク ラ プ

日 本 い の ち の 電 話 連 盟 戸 田 安 士

棟式会社オチアイネクサスアイシｙ精機株式会社
愛 三 工 業 棟 式 会 社 岡 谷 鋼 ４ 後 株 式 会 社

尾 彊 精 機 ㈱
名 古 顎 些 皿 株 式 会 社
豊 田 総 廸 株 式 会 社
津 田 工 叢 ㈱
株 式 会 社 中 外
三 井 顧 導 罷 翠 田 宮 業 所
名古風共栄証狗１馨朱式会社

（掬城北自助車掌校
大 同 メ タル エ 鳶 ㈱
サッポロビーＭＩ嚇名古屋支社
愛 知 棟 式 会 社

棟 式 会 社 ミ ヤ タ コ ー ボ レ ー シ。 ン
棟 式 会 社 竹 中 工 務 店 名 古 屋 支 店
安 田 火 災 海 上 保 険 ㈱ 中 郎 本 部
棟 式 会 社 東 海 珊 化 電 機 製 作 所
アイ シ ン ・ エ イ ・ ダ プ リ ａ - ㈱
日本１政信電Ｍ㈱東海支社

寄 付 金
内 川 正 月 ｓ 中 十 寸 三 １ １ ａ
西 村 豊 子 朝 倉 夏 雄 ・ 雌 １ 子
半 田 カ ト リ ッ ク 教 会 直 井 豊
児 玉 光 雄 千 冬 麗 露 曇 子
清 水 健 司 餐 念 寺
日 本 キ リス ト 教 団 脇 田 教 会 婦 人 会
安 藤 和 代 四 日 巾 北 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ
近 葎 直 枝 神 戸 一 子
池 田 妙 子 林 節 子
佐 野 百 合 子 清 水 将 之
植 田 敏 子 河 野 登 ぞ ｌ 子
日 本 キ リス ト 教 団 春 日 井 教 会 婦 人 会

両 ロ 屋 是 清
共 立 工 業 ㈱
㈱ 伊 藤 工 務 店
大 檎 鉄 工 棟 式 会 社
㈱ 高 津 製 作 所
アサダ株式会社
株 式 会 社 Ξ 光 堂
豊 田 鉄 工 ㈱
鬼 頭 工 業 株 式 会 社
豊 田 紡 織 ㈱
株 式 会 社 ス ズケ ン
鹿島蛙１設㈱名古屋支店
東朋ナタノロジー棟式会社

玄
子
合
子
子

㈱ 東 海 通 信 資 材 サ ー ビ ス 明 和 工 業 株 式 会 社
愛知三菱自助車ｉｌＳｉ先㈱小田井鉄工株式会社
棟 式 会 社 大 彦 中 郎 電 話 印 刷 ㈱
日 本 電 話 施 設 棟 式 会 社 棟 式 会 社 萬 勇

知 津 子

延
百
敦

伊 藤 孝 一 ・ 雅
子
破
野
子
子
枝
昌
子
弘
子
里

千

い

ル

登

三
久
桂
み
テ
武
恵
国
芳
英

塚
本
木
下
登
中
田
嗚
木
木
村

飯
山
鈴
浦
能
田
山
武
鈴
真
鈴

大 島 造 園 土 木 間
間 陣 内 工 業 所
明 和 工 業 株 式 会 社
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１５日
１８日
１９日
２２日
３０日

１１月１９日
２２日
２７日

１２月５日
８日
１０日
１７日

名古屋いのちの電話日誌

日 本 連 盟 デ ィ レ ク タ ー 会 議 於 名 古 屋 ｓ
‥ ＿ ‥ … … ＿ ＿ ‥ ． １
第１５回自殺予防シンポジウム
運営委員会、訓練委員会
相談員認定委員会
宗教者による街頭キャンペーン財務委員会
理事会

相談員認定式
運営委員会、訓練委員会
財務委員会
東海近畿ブロック事務局会議
愛知県ボランティア大会にて表彰される
相談員懇親会、森省二先生講演会
訓練委員会
平成２年、年末助け合い義援物品（コンピュー
ター一式）東海テレビより授与される。
運営委員会

２９日年末助け合い義援金３０万円を中日新聞社！
会事業団より授与される。

１月１４日運営委員会

｜ ＿ ． ． ㎜ ● ● ㎜ ● ● 四 ・ ・ ㎜ ・ ・ ㎜ ・ ・ ㎜ ● ● Ｊ

賛助会員を募集しています一一

ト ｜ ｙ ‥ 檜

社会福祉法人愛知「いのちの電話」協会
名古屋いのちの電話

゜ｉ°４６１-９１名古屋東郵便局私書箱第２５７号

事務局昔０５２-９７１-５１８１
相談電話ａ０５２-９７１-４３４３

ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ●

ご 寄 付 下 さ る 皆 様 へ

ご 協 力 を お 願 い し ま す

（１）法人会費年間５万円以上・１０万円
（２）賛助会費（年間１口）

Ａ１０，０００円Ｂ５，０００円Ｃ３，０００円
（３）一般寄付
（４）夏期・年末寄付ご自由な金額で結構です

口座名社会福祉法人愛知「いのちの電話」協会
理 事 長 楓 馬 信 夫

口座番号東海銀行大津町支店（普）４７７０２９
郵便振替口座名古屋１-５３７５８

１９９１．早春

１９９１年２月１日発行
発 行 人 楓 馬 信 夫
編集人広報委員会

Ｅ

Ｅ

Ｏ

Ｕ

Ｗ

０

１
　

いつも資金ボランティアとして会費やご寄付をい
ただき有難うございます。心から御ネＬ申し上げます。
年間１、５００万円の運営資金と共に、法人の基金
を１０年間で１億円積立ての課題を与えられており
ます。
会員の皆様α）旧倍のご支援と共に、会員増加の運
動にもお力を添えて下さいますようお願いします。
法人となりましたので寄付金の税法上優遇措置が

受けられるようになりました。

【ＭＥＭＯ】

年の始めの本号は、堅い挨拶等は極力控え、出来るだけソフトなものに仕上げる様、努めました。
２月は最も寒い月です。お届けしましたこの１９号が皆様の心の暖房の一助になれば幸いです。

ご意見、ご感想、お寄せ下さい。又投稿もお待ちしております。

郵便振替口座名古屋１-５３７５８
東海銀行大津町支店（普）預金口座ｚ１７７０２９

- ８ -


